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１
月
の
東
京
都
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
（
以
下
、「
広
域
連

合
」）
議
会
で
、　

・　
年
度
の
後

２６
２７

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
以
下
、

「
保
険
料
」）の
料
率
と
軽
減
措
置

な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。
後
期
高

齢
者
医
療
制
度（
以
下
、「
医
療
制

度
」）
の
安
定
的
な
運
営
の
た
め
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
の
料
率
の
見
直
し

　
都
内
の
料
率
は
均
一
で
す
。
広

域
連
合
で
は
、
２
年
間
の
財
政
運

営
期
間
に
お
け
る「
医
療
給
付
費
」

な
ど
の
推
計
に
応
じ
て
料
率
を
定

め
ま
す
。
今
後
も「
医
療
給
付
費
」

は
増
加
が
見
込
ま
れ
、
料
率
を
見

直
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
一

定
の
ご
負
担
を
お
願
い
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
し
た
。

▽
医
療
費
と
医
療
給
付
費
の
財
源

構
成　
図
１
の
通
り

　
「
医
療
給
付
費
」
と
は
、「
医
療

費
」
の
う
ち
被
保
険
者
が
医
療
機

関
な
ど
で
支
払
っ
た
自
己
負
担
分

の
１
割
ま
た
は
３
割
を
除
い
た
費

用
（
も
し
く
は
保
険
で
賄
う
９
割

ま
た
は
７
割
の
費
用
）
で
、
広
域

連
合
が
医
療
機
関
な
ど
に
支
払
い

ま
す
。

　
こ
の
「
医
療
給
付
費
」
の
財
源

は
、
国
・
都
・
広
域
連
合
を
構
成

す
る
都
内　
市
区
町
村
が
負
担
す

６２

る
「
公
費
」
が
５
割
、
各
医
療
保

険
（
国
保
、
健
保
な
ど
）
に
加
入

す
る
現
役
世
代
の
方
が
保
険
料
で

負
担
す
る「
後
期
高
齢
者
支
援
金
」

が
４
割
、
医
療
制
度
の
被
保
険
者

が
負
担
す
る
「
保
険
料
」
が
１
割

を
基
本
に
構
成
さ
れ
、
医
療
制
度

が
世
代
を
超
え
て
国
民
全
体
で
支

え
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　
「
医
療
給
付

費
」
の
増
加
は
、

保
険
料
な
ど
の

各
負
担
額
の
増

加
に
つ
な
が
り

ま
す
。
現
在
、

広
域
連
合
と　
市
区
町
村
で
は
、

６２

「
医
療
給
付
費
」
の
大
切
な
財
源

を
有
効
に
使
う
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
事
業
な

ど
、
医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
増
加
抑
制
策

　
今
回
の
料
率
の
見
直
し
に
際
し
、

　
市
区
町
村
で
は
、
保
険
料
の
大

６２幅
な
増
加
を
抑
制
す
る
た
め
の
特

別
対
策
と
し
て
、
約
２
０
４
億
円

の
一
般
財
源
を
投
入
し
ま
す
。

　
市
で
は
、　

年
度
に
一
般
会
計

２６

か
ら
約
９
１
５
０
万
円
を
負
担
す

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
こ
の
他
に

広
域
連
合
で
は
、
財
政
安
定
化
基

金
か
ら
も
約
１
４
５
億
円
を
投
じ

て
保
険
料
の
増
加
抑
制
を
図
り
ま

す
。保

険
料
の
決
め
方

　
　
・　

年
度
の
年
間
保
険
料
額

２６

２７

の
算
出
式
は
、
図
２
の
通
り
で
す
。

今
回
の
料
率
の
見
直
し
に
よ
り
、

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
均
等
割

額
は
４
万
１
０
０
円
（　
年
度
）

２５

か
ら
４
万
２
２
０
０
円
に
、
所
得

割
率
は
８
・　

％
（　
年
度
）
か

１９

２５

ら
８
・　

％
に
な
り
ま
す
。
そ
の

９８

た
め
、
前
年
と
同
じ
所
得
で
あ
っ

て
も　
年
度
の
保
険
料
の
額
は
変

２６

更
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
引
き
続

き
所
得
に
応
じ
た
保
険
料
の
軽
減

措
置
を
行
い
ま
す
。

保
険
料
軽
減
措
置
の
拡
充
と 

賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ

　
◎
軽
減
対
象
者
を
拡
充
＝
低
所

得
者
層
の
負
担
軽
減
の
た
め
、　
２６

年
度
か
ら
、
均
等
割
額
の
５
割
軽

減
と
２
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
所

得
の
基
準
額
が
拡
充
さ
れ
、
５
割

軽
減
で
は
新
た
に
単
身
世
帯
も
対

象
に
な
り
ま
す

　
◎
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
＝

保
険
料
の
賦
課
限
度
額
を　
万
円

５５

（　
年
度
）
か
ら　
万
円
に
引
き

２５

５７

上
げ
る
こ
と
に
よ
り
所
得
割
率
が

緩
和
さ
れ
、
中
間
所
得
者
層
の
保

険
料
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　
◎
保
険
料
の
軽
減
措
置
＝
所
得

に
応
じ
て
、
次
の
３
つ
の
軽
減
措

置
が
あ
り
ま
す
。
軽
減
に
は
、
確

定
申
告
な
ど
の
所
得
の
申
告
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
①
均
等
割
額
の
軽
減
＝
表
１
の

通
り
　
②
所
得
割
額
の
軽
減
＝
表
２
の

通
り
　
③
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の
軽
減

＝
医
療
制
度
加
入
の
前
日
ま
で
会

社
の
健
康
保
険
な
ど
（
国
保
・
国

保
組
合
は
除
く
）
の
被
扶
養
者
だ

っ
た
方
は
、
均
等
割
額
が
９
割
軽

減
と
な
り
、
所
得
割
額
は
掛
か
ら

な
い
た
め
、
年
間
保
険
料
額
は
４

２
０
０
円
に
な
り
ま
す

　

年
度
の
保
険
料
の
通
知

２６
　
４
月
の
年
金
か
ら
保
険
料
が
天

引
き
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
て
い
る

方
は
、　

年
中
の
所
得
に
応
じ
た

２４

仮
算
定
の
保
険
料

額
の
徴
収
で
す
。

　
年
中
の
所
得
に

２５応
じ
た　
年
度
の

２６

保
険
料
決
定
額
は

７
月
に
広
域
連
合
長
が
決
定
し
、

同
月
中
旬
に
、
市
役
所
か
ら
「
決

定
通
知
書
兼
納
付
（
納
入
）
通
知

書
」
を
送
付
し
て
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
制
度
の
こ
と
は
、
広
域
連
合
お

問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７

０
・
０
８
６
・
５
１
９
（
Ｉ
Ｐ
電

話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
方
は
☎　
・
３
２

０３

２
２・４
４
９
６
）、
フ
ァ
ク
ス
０

５
７
０
・
０
８
６
・
０
７
５
（
受

け
付
け
は
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）、

ま
た
は
広
域
連
合
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ「
東
京
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
」

（http://www.tokyo-ikiiki.net
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
個
別
の
相
談
は
、
市
保
険
年
金

課
高
齢
者
医
療
係
☎
４
７
０
・
７

８
４
６
へ
。

を
受
け
る
機
会
が
多
い
の
で
す
が
、

「
や
せ
た
い
の
で
供
朝
食
は
摂
ら

な
い
の
が
良
い
で
す
よ
ね
僑」と
い

っ
た
気
に
な
る
質
問
も
あ
り
ま
す
。

朝
食
を
抜
い
て
活
動
す
る
た
め
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
す
る
と
、
筋

肉
を
分
解
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に

変
え
る
こ
と
も
。
す
る
と
基
礎
代

謝
（
筋
肉
量
）
が
減
り
、
逆
に
太

り
や
す
い
体
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
　
お
す
す
め
し
た
い
の
は
簡
単
な

こ
と
。「
普
段
の
歩
幅
を
４
～
５
塾

俊
だ
け
広
く
し
て
み
る
」
こ
と
で

す
。
ト
ボ
ト
ボ
歩
く
の
で
は
な
く
、

周
囲
の
景
色
・
街
並
み
を
意
識
し

た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
お
す
す
め
で

す
。
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ア
ッ
プ

が
期
待
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
歩

幅
を
意
識
す
る
と
自
然
に
胸
を
張

る
カ
ッ
コ
良
い
姿
勢
に
な
り
ま
す
。

新
緑
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
市
内
を

散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
☎
４
７

０
・
７
７
３
３
へ
。

月
事
業
状
況
報
告
（
２
月
報
）」。

今
日
か
ら
で
き
る 

マ
イ
プ
ラ
ン
①

　
今
年
度
か
ら
、「
今
日
か
ら
で
き

る
マ
イ
プ
ラ
ン
」
と
題
し
て
、
簡

単
に
始
め
て
、
続
け
ら
れ
る
健
康

づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
年
４
回
、

シ
リ
ー
ズ
で
、
医
学
博
士
の
古
井

祐
司
氏
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
　
初
回
は
、供
街
中
で
で
き
る
メ
タ

ボ
対
策
僑
で
す
。

　
仕
事
柄
メ
タ
ボ
に
関
す
る
相
談

　
国
民
健
康
保
険
は
、
私
た
ち
の

健
康
と
生
命
を
守
る
大
切
な
制
度

で
す
。
国
民
健
康
保
険
の
健
全
な

運
営
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

年　

月
分
の
診
療
費 

２５

１１

（

市

内

）

　
◎
一
般
被
保
険
者
＝
診
療
件
数

　
２
万
７
４
９
４
件
▼
診
療
費　

６
億
２
０
５
６
万
９
２
１
５
円
▼

一
件
当
た
り
の
金
額　
２
万
２
５

７
１
円
（
前
年
度
比
１
０
１
・
１

％
）
　
◎
退
職
被
保
険
者
＝
診
療
件
数

　
１
４
５
５
件
▼
診
療
費　
３
０

４
１
万
１
５
１
０
円
▼
一
件
当
た

り
の
金
額　
２
万
９
０
１
円
（
前

年
度
比　
・
３
％
）

８４

　
※
出
典
は
「
国
民
健
康
保
険
毎

　

年　

月
分
の
診
療
費
を

２５

１１

お
知
ら
せ
し
ま
す

　
公
立
昭
和
病
院
は
、　

年　
月

１９

１２

に
総
務
省
が
策
定
し
た
「
公
立
病

院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
受
け
、

　
年
度
か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間

２０と
す
る
「
公
立
昭
和
病
院
改
革
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
、
経
営
改
善
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
検
討
課
題
の

一
つ
と
し
て
「
経
営
形
態
の
見
直

し
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
専
門
的
な
知
識
を
有

す
る
公
立
昭
和
病
院
８
市
医
師
会

連
絡
協
議
会
長
・
副
会
長
、
他
外

部
委
員
８
人
を
含
む
計　
人
で
組

１３

織
し
た
「
改
革
プ
ラ
ン
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
経
営
形
態
の
見

直
し
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、　

年
３
月

２４

　
日
付
で
同
委
員
会
か
ら
「
病
院

３１経
営
に
お
け
る
４
つ
の
経
営
形
態

（
公
営
企
業
法
の
一
部
適
用
、
同

法
全
部
適
用
、
地
方
独
立
行
政
法

人
、
指
定
管
理
者
制
度
）
を
比
較

し
た
結
果
、
権
限
の
一
元
化
や
責

任
の
明
確
化
に
よ
り
、
今
後
の
医

療
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
に
迅
速

か
つ
弾
力
的
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
昭
和
病
院
組
合
の

病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

公
営
企
業
法
の
地
方
公
営
企
業
法

の
一
部
適
用
か
ら
、
全
部
適
用
に

す
る
こ
と
が
よ
り
良
い
」
と
す
る

提
言
が
昭
和
病
院
組
合
管
理
者

（
小
平
市
長
）
に
報
告
さ
れ
、　
２５

年　
月　
日
の
組
合
理
事
会
に
お

１１

１２

い
て
、
最
終
決
定
し
ま
し
た
。

　
病
院
経
営
の
根
幹
と
な
る
経
営

形
態
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
み

て
も
「
全
部
適
用
」
へ
の
移
行
が

徐
々
に
行
わ
れ
て
お
り
、
同
組
合

と
し
て
先
進
事
例
病
院
を
参
考
に

し
な
が
ら
速
や
か
な
移
行
を
図
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後
５
年
間
の

新
た
な
計
画
で
あ
る
「
公
立
昭
和

病
院
新
中
期
計
画
」
に
基
づ
き
、

各
種
取
り
組
み
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
公
立
病
院
の
役
割
を
維

持
し
な
が
ら
、
経
営
の
効
率
化
・

経
常
的
な
黒
字
化
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
り
、
将
来
予
想
さ

れ
る
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
機

動
的
・
弾
力
的
な
運
営
を
行
う
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
全
部
適
用
」へ
の
移
行
は
、８

月
１
日
（
金
）
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
組
合
事
務
局
経
営

企
画
課
☎
４
６
１・０
０
５
２（
内

線
２
２
６
０
）
へ
。

図２　２６・２７年度の年間保険料額の算出式

所得割額
賦課のもととなる
所得金額（※１）
×所得割率８.９８％

＋
均等割額

被保険者１人当たり
４２,２００円

＝
年間保険料額

１００円未満切り捨て
（限度額５７万円）

※１「賦課のもととなる所得金額」とは、前年の総所得金額や山林所得金額、
株式・長期（短期）譲渡所得金額などの合計から基礎控除額３３万円を控除し
た額です（ただし、雑損失の繰越控除額は控除しません）。

表１　均等割額の軽減
　同じ世帯にいる医療制度の被保険者全員と世帯主の「総所得金額等を合計
した額」を基に軽減割合を判定します。

軽減後の金額軽減割合「総所得金額等の合計（※２）」が
下記の基準額に該当する世帯

４,２２０円９割
被保険者全員が年金収入８０
万円以下
（その他の所得がない）３３万円以下で

６,３３０円８.５割上記以外

２万１,１００円

５割

【軽減拡充】
３３万円＋（２４万５,０００円×被保険者の数）以下

−
（２５年度以前）
３３万円＋（２４万５,０００円×世帯主を除く被保険者
の数）以下

３万３,７６０円
２割

【軽減拡充】
３３万円＋（４５万円×被保険者の数）以下

−（２５年度以前）
３３万円＋（３５万円×被保険者の数）以下
※２　６５歳以上（２６年１月１日時点）の方の公的年金所得については、その
所得からさらに高齢者特別控除１５万円を差し引いた額で判定します。ただし、
この高齢者特別控除は所得割額の計算では適用されません。

表２　所得割額の軽減
　医療制度の被保険者の「賦課のもととなる所得金額」を基に軽減割合を判
定します。

【参考例】公的年金収入のみで他の
所得がなく、下記の年金収入基準額
に該当する方

軽減割合
「賦課のもととなる
所得金額」が下記の基
準額に該当する方

１６８万円以下１００％　※３１５万円以下

１７３万円以下　７５％　※３２０万円以下

２１１万円以下　５０％　　　５８万円以下
※３は、東京都後期高齢者医療広域連合独自の軽減措置です。

図１　医療費と医療給付費の財源構成
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